
 

 

 

 

 

 

分散登校が行われます 

本日より分散登校が行われます。まだまだ通常通りの学校生活とはいきませんが，家庭学習で頑張って

いただいた内容を確かめながら，まずは子ども達が安心して学校生活を再開できるよう心のケアにも気

を配っていきたいと思います。 

今後は，学校での授業と家庭での学習がうまく結びつくよう工夫しながら，学習を取り戻していきま

す。子ども達も家庭で行うべき学習の進め方がわかりやすくなりますので，ご家庭にかける負担をいく

らか軽減できるのではないかと思います。もうしばらくご協力をいただくことになりますが，「子ども達

の学びを止めない」ために，職員で知恵を出し合い工夫してまいりたいと思います。どうぞよろしくお願

いいたします。 

～感染のリスクをできる限り減らすために～ 

○１～４年生はそれぞれ学級を２つに分け，机の間隔を確保し，複数の先生で指導に当たります。 

○５・６年生は広めの教室を利用するなどして間隔を確保します。 

○マスクを着用し，換気，手洗いをこまめに行います。 

○給食は向かい合わずに離れて並んで食べ，配膳や片付けにも配慮します。 

※ハンカチは手を拭く以外に，給食時にむせた時にも使用しますので，忘れずに持たせてあげてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こんな時こそ」 

新型コロナウイルスの感染拡大を受けて休校していたイタリア・ミラノの高校の校長ドメニコ・

スキラーチェ氏のメッセージが話題となりました。氏は古い小説を引用して「多くの人が不安を抱

いていると疑心暗鬼が生まれやすい」「デマや略奪など集団の妄想に惑わされやすい」などの集団心

理を説くとともに，「こんな時にこそ良い本を読んでほしい」と勧めています。私も「読書」には大

いに賛成ですし，「こんな時にこそ」という発想もとても価値のあることではないかと思います。

（学校の図書室も三密を避けながら利用できるよう準備しています） 

「こんな時にこそ」で検索すると，なるほどと思うキーワードが見つかりました。 

・笑顔で免疫力を高めよう 

・手紙を書こう（外出を控えているおじいちゃん，おばあちゃんへ）←素敵ですね 

・Let’s enjoy! おうちごはん革命 

・お掃除（ウィルスも寄せ付けないほどキレイに） 

・いつかやりたいと思っていた英会話の勉強 

・科学への興味を刺激 

～リチウムイオン電池でノーベル化学賞を受賞した吉野彰氏。科学に興味を持ったきっかけは，

小学校４年生のとき担任の先生から勧められた「ロウソクの科学」という本（ファラデーが子ど

も向けに実験講演をした様子を記したもの）であったそうです。学校ホームページでも紹介して

いる文部科学省「子どもの学び応援サイト」の《わくわくサイエンスリンク集》では，日本中の

科学に関する各種研究機関が子ども向けに最先端科学について映像やアニメで紹介しています。

大人もワクワクできる内容です。子どもたちの科学への扉が開くかもしれません。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1589592818/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9wcnRpbWVzLmpwL21haW4vaHRtbC9yZC9wLzAwMDAwNjM2NC4wMDAwMDcwMDYuaHRtbA--/RS=^ADB8.pxmG_4OKv9wImmuUMn5kTCPeA-;_ylt=A2RCL6dx8b1emCUAFwSU3uV7


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《つつじが丘小学校ホームページ http://www.tsutsuji.obihiro.ed.jp/ 》 

今年度から新しい学習指導要領が全面実施となりまし

た。今回の学習指導要領の改訂により，これから求めら

れる資質・能力は「知識及び技能」「思考力・判断力・

表現力等」「学びに向かう力・人間性等」と示され，各

教科の評価の観点として「知識・技能」「思考・判断・

表現」「主体的に学習に取り組む態度」の3つが示され

ました。授業では，この３つの観点に基づいて子ども達

の成長を促し見取っていくことになります。一時間ごと

の授業の中で，どの力を伸ばすのかを踏まえて学習活動

を行っていきますので，「計算ができるようになった」

「～がわかるようになった」に加え，「得た知識を基に

自分なりの考えをもつ」「友達と考えを出し合いながら

解決に向かう」のような力をこれまで以上に意図的に見

取っていくことになります。子ども達にとっても自分の

成長を実感することができ意欲につながる評価になるよ

う，目指す姿や小さな一歩一歩の伸びを示しながら進ん

でいくことを目指したいと考えています。この評価には

長期的なスパンも必要となりますので，これまでの三期

制の評価期間から二期制の評価期間への移行を視野に入

れ検討を重ねてきたところです。更に詳細がまとまりま

したら情報提供をしてまいりたいと思いますので，ご理

解とご協力をよろしくお願いいたします。 

グランドの端から端まで見事な虹 

春をむかえた校庭のツツジとシャクナゲ 

特別教室も利用し三密を避けます 

日 曜 予　定 日 曜 予　定

1 月 □交通安全日　 □ALT 16 火 □交通安全日　□給食費（高学年）

2 火 17 水 □トレジャー懇談会　□給食費（中学年）

3 水 □義務教育指導監訪問 18 木 □給食費（低学年）

4 木 19 金 □クラブ②　□給食費（予備）

5 金 □伊藤初任者講師勤務日 20 土

6 土 21 日

7 日 22 月 （□参観日(高学年)）　□ALT

8 月 □学校教育指導訪問（1次） 23 火

9 火 24 水 （□参観日(中学年)）

10 水 25 木 □集団下校指導

11 木 26 金 □クラブ③

12 金 □児童会③ 27 土

13 土 28 日

14 日 29 月 （□参観日(低学年・すこやか学級)）　□ALT

15 月 ★開校記念日 30 火 □給食費（引落）　□食育指導1年生③校時


